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農業用水路安全対策ワークショップ（砺波市柳瀬）を行いました 

 

 

７月４日（土）13時半から砺波市柳瀬農村婦人の家において、柳瀬（松之木）地区の農業用

水路安全対策ワークショップが開催されました。 

 

この地区は、周囲に砺波総合運動公園、老人ホームやなぜ苑等の施設があることから、地域

住民だけでなく、様々な人の転落事故を防止したいこと、また地形勾配が急で農業用水の流れ

が速いことから、転落した場合に流されやすいこと等の理由より、地区では安全対策への意識

が強くありました。 

 

そこで、ＰＴＡ役員、児童クラブなど、地域の様々な人からワークショップ等を通じて意見

を募り対策を行うことを予定しました。 

今回は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に努めることとし、土地改良区柳瀬地区

委員を中心に柳瀬集落の役員など、少人数でのワークショップを行うとともに、地区住民の意

見徴収は、回覧板や電話を通じて聞き取りし、ワークショップ資料に反映させていただきまし

た。 

 

ワークショップでは、会場近くの老人ホーム前の水路、あるいは道路横断部で流れが急に速

くなる水路等へ移動し、実際にその危険箇所を見てからグループディスカッションを行いまし

た。グループディスカッションは４人×２班で行い、ポールコーンなど各種安全対策の実物を

見て、どの対策が最も効果的かを検討し、最後に各班での意見を発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路横断で流れが急になる水路   グループディスカッション       意見発表 


